
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健事業実施計画（データヘルス計画）について 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



Ⅲ．実施事業Ⅲ．実施事業

データヘルス計画においては、期間を3カ年として事業計画を策定する。

各事業を実施する目的と概要を以下のとおり定める。

１．実施事業の目的と概要
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（１）健康診査受診勧奨事業

【目的】被保険者の生活習慣病予防

【概要】健康診査の受診状況とレセプトの治療状況から、健康診査を受けておらず、生活習慣病に関連する医療

機関の受診・検査も受けていない者を対象者として特定する。対象者に健康診査の受診を促す。通知書の

内容は、健康診査受診の必要性や健康診査の実施方法・実施内容をわかりやすく表現する。

（2）糖尿病性腎症重症化予防事業

【目的】被保険者の糖尿病重症化予防

【概要】健康診査の検査値とレセプトの治療状況から対象者を特定し、専門職より対象者個人に6カ月間の面談指

導と電話指導を行う。指導内容は、食事指導・運動指導・服薬管理等とし、指導完了後も自立して正しい生

活習慣を持続できるように日常に根付いたものとする。

（3）受診行動適正化指導事業 （重複受診、頻回受診、重複服薬）

【目的】重複・頻回受診者数、重複服薬者数の減少

【概要】レセプトから、医療機関への過度な受診が確認できる対象者、また重複して服薬している対象者を特定し、

指導する。指導は専門職によるもので、適正な医療機関へのかかり方について、面談指導または電話指導

を行う。

（4）健診異常値放置者受診勧奨事業

【目的】健診異常値を放置している対象者の医療機関受診

【概要】健康診査の受診後、その結果に異常値があるにも関わらず医療機関受診が確認できない対象者を特定し、

通知書を送付することで受診勧奨を行う。通知書の内容は、検査値をレーダーチャートで分かりやすく表現

し、場合によっては将来の生活習慣病の発症リスク等を記載する。



52

（5）生活習慣病治療中断者受診勧奨事業

【目的】生活習慣病治療中断者の減少

【概要】レセプトから、かつて生活習慣病の治療を受けていたにもかかわらず、一定期間、医療機関受診が確認で

きず、治療を中断している可能性のある対象者を特定する。対象者に通知書を送付することで、受診勧奨

を行う。通知書の内容は、生活習慣病治療を中断するリスクを分かりやすく記載する。

（6）ジェネリック医薬品差額通知事業

【目的】ジェネリック医薬品の普及率向上

【概要】レセプトから、ジェネリック医薬品の使用率が低く、ジェネリック医薬品への切り替えによる薬剤費軽減額が

一定以上の対象者を特定する。対象者に通知書を送付することで、ジェネリック医薬品への切り替えを促す。

通知書の内容は、先発医薬品からジェネリック医薬品へ切り替えることで、どのくらい薬剤費が軽減できる

か、ジェネリック医薬品とは何か等の情報を記載する。

（7）薬剤併用禁忌防止事業

【目的】薬剤併用禁忌の発生件数減少

【概要】レセプトから、薬剤併用禁忌の発生状況を把握する。薬剤併用禁忌の対象者リストを作成し、医療機関へ

情報提供を行う。



データヘルス事業
平成

26年度

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

データ化、改善計画

健康診査受診勧奨事業

糖尿病性腎症
重症化予防事業

受診行動適正化
指導事業

（重複受診、頻回受診、
重複服薬）

健診異常値放置者
受診勧奨事業

生活習慣病治療
中断者受診勧奨事業

ジェネリック医薬品
差額通知事業

薬剤併用禁忌
防止事業

事業計画策定（P）、指導の実施（D）、効果の測定（C）、次年度に向けた改善（A）を１サイクルとして実施する。

事業実施の3カ年間は、継続的にレセプトと健診データをデータベース化し、事業実施と効果測定を行う。また、こ

の効果測定の結果をもって次年度実施事業の改善案を作成する。詳細な実施スケジュールは以下の通りとする。

２．全体スケジュール
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